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みんなの県政
1974・7ーもくじ

.表紙せつめい・
鹿畠樹叢

朝日町宮崎、鹿島相社の境内

に四季を通じ常緑広樹でおお

われている森を鹿島樹叢〈そ

う〉と呼んでいる。

日本海側における暖地位植物

の北」二分布の境界を示してい

る地域として、学術土貴重な

資料として保存すべきところ

となっている。

これは緯度の差と暖流の衝突などガ原因とみられている。

だ
れ
で
も
、

ど
こ
で
も
、

い
つ
で
も
、

な
ん
で
も
学
べ
る
生
涯
学
習
の
だ

め
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
県
民

大
学
校
第
一
回
夏
期
大
学
を
開
設

し
ま
す
。

内
容
は
「
豊
か
な
人
間
性
を
求

め
て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
第
一
人
者
の
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文
化
論
、

自
然
科
学
、

教
育
、

報
道
、

折
口
尚
子
、

評
論
、

労
働
な
ど
一
般
教
養
を
主
と
し
て

い
ま
す
。

夏
の
涼
し
い
時
闘
を
、
充
実
し

だ
学
習
の
機
会
に
あ
て
て
い
ま
す
。



昭和49年 6月20日同から 7月20日仕)

県教育委員会社会教育部振興課(富

県民大学校第q回夏期大学のお知らせ

まで

8 受付期間

9申込先

富山県・ 富 山県教育委員会 ・財団法

人富山県教育文化会館

豊かな人間性を求めて

催

題

1主

2主

山市新総曲輪 1番 7号 )昭和49年 8月 1日附から 8日休)まで間3期

往復はがきを利用してお申込みくだ10申込方法午後 6時から 7時半まで夜の部間4時

さい。往信には、①住所、②氏名、

③性別、 ④年令、⑤職業、⑥希望す

5回以上の受講

者に修了証をお渡しします。

入し、往信には、あて先として各人

る時間(夜または朝一 7固とも)を記

の住所 ・氏名・郵便番号を記入して

ください。

7回の講演のうち、11修了証

午前 6時半から 8時まで

約 500名、

約 300名)

テキスト代は実費

(同一講師が夜と翌朝の 2回講演)

富 山県教育文化会館ホール

富 山市舟橋北町 7番 1号

ft (0764) 41-8635 

約 800名(夜の部

朝の部

ただし、

朝の部

無料

場

6募集人員

7聴講料

5会

夏
期

お2R
知宰
らω
せ

産
業
経
済
の
伸
長
、
情
報
化
社
会
の
進
展

め
ざ
ま
し
い
近
年
、
人
間
と
し
て
、
社
会
人

趣
味
に
つ
い
て
、
実
習
、
鑑
賞
な
ど
を
お
り

こ
ん
だ
楽
し
い
学
習
内
容
で
実
施
し
た
い
と

と
し
て
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
学
習
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
と
人
び

考
え
て
い
ま
す
。

「
夏
期
大
学
」
に
つ
い
て
は

「
豊
か
な

と
の
意
欲
が
グ
ン
グ
ン
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

人
間
性
を
求
め
て
L

の
主
題
に
よ
り
、
八
月

上
旬
に
、
評
論
、
自
然
科
学
、
教
育
、
労
働

な
ど
の
各
分
野
の
第
一
人
者
を
講
師
と
し
て

こ
の
よ
う
な
学
習
意
欲
に
こ
た
え
て
「
だ

れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

い
つ
で
も
、
な
ん
で

も
」
学
習
で
き
る
仕
組
み
を
総
合
的
に
整
備

し
、
自
己
啓
発
を
促
す
た
め
、
県
民
大
学
校

開
設
し
ま
す
。
講
師
は
夜
と
朝
の
二
回
講
演

さ
れ
ま
す
の
で
、
受
講
さ
れ
る
方
は
、
各
自

を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
民
大

の
つ
ご
う
に
よ
り
、
期
間
中
、
夜
の
部
ま
た

学
校
は
、
仕
事
の
合
間
に
、
お
勤
め
の
帰
り

に
、
買
い
も
の
の
つ
い
で
に
、
気
軽
に
立
ち

ょ
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
文

は
朝
の
部
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
申
込
ん
で
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い
た
だ
け
る
よ
う
考
慮
し
ま
し
た
。
き
わ
や

か
な
朝
の
ひ
と
と
き
、
夕
涼
み
の
ひ
と
と
き

化
的
行
事
や
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
学
習

を
「
知
る
喜
び
」
「
学
ぶ
楽
し
み
」
の
機
ム
不
と

し
て
、
新
装
成
っ
た
教
育
文
化
会
館
ホ

l
ル

で
聞
か
れ
る
夏
期
大
学
に
、
ふ
る
っ
て
ご
参

活
動
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

生
涯
教
育
の
立
場
か
ら
、
今
後
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
令
段
階
に
応
じ
た
学
習
を
実
施
す
る

計
画
で
す
が
、
今
年
は
、
と
り
あ
え
ず
、
県

民
大
学
校
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、

門
川
川

H
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.
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な
お
、
期
間
中
、
七
回
の
講
演
の
う
ち
、

一
般
教

五
回
以
上
の
受
講
者
.
に
修
了
証
を
お
渡
し
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
講
申
込
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
表
の

養
を
主
と
し
た
「
夏
期
大
学
」
お
よ
び
生
活

文
化
や
趣
味
に
つ
い
て
の
「
学
習
コ

l
ス」

を
開
設
し
ま
す
。

「
夏
期
大
学
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
の
う
え
、

な
る
べ
く
早
め
に
往
復
は
が
き
で
お
申
込
み

こ
の
う
ち
「
学
習
コ
ー
ス
」
に
つ
い
て
は

九
月
以
降
、
身
近
な
私
た
ち
の
生
活
文
化
や

:
:
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12演題および講師

月日時 i寅 題 職名 講師名 講師紹 ‘介

8月1日夜
山本 書庖主 山本七平

東京都出身青山学院大卒 ルソン島より

2 朝
比較文化論の試み

復員後編集 ・翻訳に従事 山本書庖創立

2 夜
京大名誉教授 宮地伝三郎

広島県出身東大卒動物生態学理博

3 朝
動物の社会と人聞の社会

日本モンキーセンタ一所長

3 夜 朝日新聞
永井道雄

東京都出身 京大・オハイオ大卒教育

4 朝
日本のゆくえ

論説委員 社会学 元東京工大教授

4 夜

5 朝
休 講

5 夜 日本テレビ 富山県出身 東大卒 元自治事務次官

6 朝
郷土をどうする

放送網社長
小林与三次

読売新聞社最高顧問

6 夜 現代における
東大名誉教授 山崎正 一

東京都出身東大卒比較哲学元日本

7 朝 人聞の生き方 哲学会会長 学術会議会員

7 夜
吾日i間h 家 上坂冬子

(本名丹波ヨシ コ) 東京都出身 豊田東

8 朝
ゅうゅう人生 百平

高校卒婦人評論家

8 夜 労働経済の分野から 全繊同盟
滝田

富山県出身 高岡工芸卒前繊同盟会長

9 朝 名誉会長
実

前同盟会長 元国際自由労連副会長日本を考える
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県
民
待
望
の
教
育
文
化
会
館
が
、
い
よ
い

よ
七
月
十
日
に
開
館
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

場
所
は
、

富
山
市
舟
橋
北
町
七
l
一
で
す
。

会
館
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
下

一
階
地
上
五
階
建
て
の
近
代
的
建
築
物
で
、

建
築
延
面
積
は
五
、
八
八
O
平
方
灯
あ
り
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
に
着
工
以
来
、

芸術・文化活動の場として

ご利用下さい

年

七
カ
月
の
歳
月
と
六
億
八
千
万
円
余
の
建
設

費
を
か
け
て
完
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
館
は
、
そ
の
用
途
か
ら
み
て
、
文
化

(棟
)部
門
と
教
育
(棟
)部
門
と
の
こ
つ
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文
化
棟
部
門
・
・
・
・
・
・
(
写
真
5
頁
右
の
建
物
)

中
心
と
し
て
、

は
、
七

O
O
人
収
容
の
舞
台
付
き
ホ

l
ル
を

展
示
室
、
会
議
室

集
会
室
、

な
ど
か
ら
成
っ
て
お
り
、

M I音楽や語学の学習 に 便 利 な 施 設 も 完 備

建
築
延
面
積
は
、

二
、
五
八
三
平
方
灯
あ
り
ま
す
。

し
て
、

本
県
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
殿
堂
と

の
公
の
施
設
で
す
。

広
く
県
民
一
般
の
利
用
を
頂
く
た
め

と
く
に
本
年
度
か
ら
始

め
ら
れ
た
県
民
大
学
校
卒
業
の
拠
点
と
し
て

も
利
用
が
千
定
さ
れ
て
お
り
、
県
民
に
と
っ

て
愛
さ
れ
、
な
じ
み
の
深
い
地
設
と
な
っ
て

行
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
会
館
の
利
用
の
し
お
り
は
、
別
表

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
い

に
ご
利
用
下
さ

教育文化会館利用のしおり

(財)富 山県教育文化会館

富 山市舟橋北町7-1

fi' (0764) 41-8635-7 

申込先.利用

(キ兄日にあた毎週7]'曜日.利 用 でき る日

し、。
教
育
陳
部
門・・・・・
会
館
延
.由
引
の
半
分
以

上
を
山
め
る

(写
真
5
頁
左
の
建
物
)
は
、

教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
主
、
十
有
余
の
各
種
研

修
室
、
資
料
室
、
会
議
室
な
ど
か
ら
成
っ
て

お
り
、

建
築
延
面
積
は
、

三
、二
九
七
平
方

教 材 製 作室で視聴覚 教材の製作

口
あ
り
ま
す
。

主
と
し
て
、
教
職
員
の
資
質
の
向
上
を
目

指
す
研
修
施
設
と
い
え
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

研
修
事
業
や
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行

な
う
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
室
な
ど
も
入

っ
て

い
る
い
わ
ゆ
る
公
用
施
設
で
す
。

4 
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(注) 12月29日から 翌年

.利用施設の概要、利用料金等

左哀のとおり

原則として午前 8時か ら

1月3日ま て1木官官 します。

その翌 日)

午後 9時 まで

る ときは、

除〈毎日。

. 
.利用できる時間

利 用 料 金
収容

(利用|叫等に よって具なります)
施設?"

ので、その一部を例iJ~します 。
人民等

911与-21時 9 ~与 - 1 2時 13時-16時

ホール
ドl p~ Pl 

700?'， 34，600 6，400 15，800 
( V!f:fiイナ)

( {II，し、純子ì .l共j係 F付 h~設11!ii， 1史 HJ 料は日IJ )
卜一一

!民心主 78m' 4，600 2，000 2，000 

集 会 主 250?" 12，900 5，400 5，000 

ぷュ斗、 三f.~ iミ二 30?" 4，000 1，700 

教育文化会館全景

5 

詳 しいこと については、 側 富山県教育文化会館にお問い合せ下さい。



勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進

働
く
青
少
年
は
、
全
国
で
一
千
万
人
に
の

ぼ
り
、
わ
が
国
の
産
業
社
会
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
働
く
青
少

年
は
明
日
の
日
本
を
に
な
う
も
の
で
あ
り
、

職
業
人
と
し
て
の
そ
の
健
全
な
成
長
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
勤
学
青
山
ぴ
年
は
、

心
身
の
成

長
過
程
に
あ
る
う
え
に
、
勤
労
の
負
担
を
に

な
っ
て
お
り
、

一
般
の
人
々
に
比
べ
て
多
く

て
き
て
い
る
も
の
の
、
採
用

・
労
働
条
件

・

職
業
生
活
の
面
に
つ
い
て
、
ま
だ
多
く
の
問

題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

勤
労
青
少
年
が
充
実
し
た
職
業
生
活
を
営

む
と
と
も
に
有
為
な
職
業
人
と
し
て
す
こ
や

か
に
成
育
で
き
る
よ
う
、
職
業
指
導
の
充
実
、

職
業
訓
練
の
奨
励
、
余
暇
の
有
効
活
用
の
促

進
、
福
祉
施
設
の
設
置
な
ど
の
措
置
を
総
合

的

・
計
画
的
に
推
進
し
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に

よ
っ
て
国

・
地
方
公
共
団
体
、
事
業
主
が

体
と
な
っ
て
勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進
を

は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

勤
労
青
少
年
の
白
は
七
月
二
十
日

勤
労
青
少
年
の
福
祉
を
有
効
に
す
す
め
る

た
め
に
は
、
広
く
国
民
の
間
に
そ
の
福
祉
増

進
の
気
運
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
毎
年
7
月
第
三
土
曜
日
を
「
勤

労
青
少
年
の
日
」
と
す
る
こ
と
が
「
勤
労
青

少
年
福
祉
法
」
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
今
年
は
、
七
月
二
十
日
が
こ
の
日

に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、
勤
労
青
少
年
が
希
望
一
と
意
欲

を
も
っ
て
働
け
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
の
社
会
一
般
の
理
解
と
関
心
が
深
ま
る

よ
う、

ま
た
、
勤
労
青
少
年
自
身
も
自
己
の

役
割
を
十
分
自
覚
し
て
そ
の
能
力
を
伸
ば
し
、

身
体
を
鍛
え
、
有
為
な
職
業
人
と
し
て
成
長

で
き
る
よ
う
に
、
国
民
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
激

の
保
護

・
育
成

・
福
祉
な
ど
の
関
係
法
規
の

利
益
を
受
け
る
立
場
に
あ
り
ま
す
が
、
勤
労

青
少
年
の
労
働
環
境
は
一
般
的
に
改
善
さ
れ

心身のゆるみが大惨事に つな が ります

北 陸3県統一

夏の交通安全県民運動

励
す
る
た
め
の
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

勤
労
青
少
年
の
日
の
記
念
行
事

勤
労
青
少
年
の
日
に
は
、
国
や
県
あ
る
い

は
市
町
村
な
ど
で
趣
旨
の
普
及
も
あ
わ
せ
、

勤
労
青
少
年
激
励
大
会
、
優
良
勤
労
青
少
年

と
事
業
主
の
表
彰
を
含
む
記
念
式
典
、
勤
労

青
少
年
ま
た
は
指
導
者
の
講
習
会
、
研
修
会
、

ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど

こ
の
日
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
が
全
国

各
地
で
聞
か
れ
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
労
働
省
が
主
催
し
て
中

央
大
会
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
今
年
初
め
て

実
施
さ
れ
る
全
国
勤
労
青
少
年
十
マ
イ
ル

(
十
六
日
)
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
長
野
県
富
士
見

高
原
で
行
わ
れ
ま
す
。

巴

県
内
で
も
、
県
と
勤
労
青
少
年
ホ

i
ム
設

置
市
町
の
共
催
で
、
勤
労
宥
少
年
の
日
を
よ

り
意
義
深
い
a
も
の
に
す
る
た
め
、
例
年
、
水

上
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
パ
ス
ハ
イ
ク

-
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

・
歌
ご
え
の
つ
ど
い
な

ど
の
記
念
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
富
山
市
・
高
岡
市

・
新
湊
市

.
魚
津
市

・
氷
見
市

・
滑
川
市

・
小
矢
部
市

・
城
端
町

・
福
岡
町
・
新
川
広
域
圏
(
入
善

町
)
の
十
市
町
で
、
勤
堂
青
少
年
の
日
を
中

心
に
、
キ
ャ
ン
プ

・
パ
ス
ハ
イ
ク

・
ボ
ー
リ

ン
グ
大
会

・
映
写
会
等
の
多
彩
な
記
念
行
事

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

-』
の
運
動
の
目
的
は

夏
は
暑
さ
の
た
め
心
身
と
も
に
ゆ
る
み
が

生
じ
、
運
転
者
や
歩
行
者
は
交
通
安
全
に
対

す
る
注
意
力
が
鈍
く
な
り
、
ま
た
、
海
や
山

へ
の
行
楽
に
出
掛
け
る
機
会
が
多
く
、
過
労

居
眠
り
か
ら
お
き
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る

こ
と
を
、
目
的
と
し
ま
ず
c

期
間
は
、
七
月
二
十
日
(土
)か
ら
八
月
十

九
日
(
月
)
ま
で
の
一
カ
月
展
開
さ
れ
ま
す
。

提
唱
お
よ
び
実
施
機
関
団
体
は

富
山
県
、
市
町
村
等
富
山
県
交
通
対
策
協

議
会
の
構
成
機
関
団
体
で
す
。

フ

こ
の
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
暑
く
て
も
、
安
全
運
転
の
、
ペ
ー
ス
を

守
ろ
う
」
で
す
。

-
}
の
運
動
の
重
点
的
な
目
標
は

一
、
歩
行
者
(
特
に
こ
ど
も
と
老
人
)
の
事
故

防
止

二
、
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止

三
、
過
労
、
酒
酔
い
、
暴
走
、
無
免
許
等
の

無
謀
な
運
転
の
防
止

四
、
踏
切
事
故
の
防
止

以
上
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
に
、
特
別
デ
ー
を
設
け
ま
す
。
運

動
の
前
半
を
歩
行
者
の
安
全
を
守
る
こ
と



を
ね
ら
い
に
、
七
月
二
十
四
日
(
水
)
を
「
歩

行
者
の
安
全
を
守
る
日
」
と
し
ま
す
。
運
動

の
後
半
を
、
無
謀
な
運
転
の
防
止
を
主
眼
に
、

八
月
九
日
(
金
)
を
「
安
全
運
転
励
行
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

-
』
の
運
動
の
推
進
事
項

一
、
準
備
期
間
中
の
推
進
事
項

付
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
、
教
育
委
員
会
、

学
校
、
警
察
な
ど
の
関
係
者
や
、

P
T
A
、

母
の
会
、
交
通
安
全
協
会
、
保
育
所
、
幼

稚
園
、
町
内
会
な
ど
の
関
係
者
や
代
表
と

事
前
に
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
打
合
せ
を

開
催
し
て
、
準
備
期
間
中
の
推
進
事
項
や

推
進
分
担
な
ど
を
検
討
協
議
を
行
な
い
ま

す
は
夏
休
み
前
の
交
通
安
全
教
育
と
し
て
、
こ

ど
も
に
対
し
て
は
、
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
な
ど
で
、
交
通
教
室
、
交
通
講
話

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

P
T
A
懇
談
会

を
通
じ
て
、
児
童
、
生
徒
会
、
地
区
こ
ど

も
会
に
よ
る
交
通
安
全
運
動
、
道
略
の
正

し
い
横
断
や
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
と

そ
の
点
検
、
踏
切
で
の
左
右
の
安
全
確
認
、

道
路
で
の
遊
び
の
禁
止
、
夜
間
外
出
と
自

転
車
の
遠
乗
り
の
抑
止
な
ど
を
推
進
し
ま

す高
校
生
に
対
し
て
は
、
生
徒
会
、
全
校
集

会
に
お
い
て
の
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、

無
謀
運
転
の
絶
滅
、
踏
切
の
一
時
停
止
と

安
全
確
認
、
二
輪
車
運
転
の
際
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
励
行
と
二
人
乗
り
の
禁
止
、

他
人
の
車
輔
借
用
運
転
の
禁
止
、
二
輪
車

に
よ
る
無
謀
な
遠
乗
り
の
禁
止
、
二
輪
車

の
正
し
い
乗
り
方
と
車
体
検
査
の
点
検
指

導
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

臼
さ
ら
に
歩
行
者
保
護
思
想
の
普
及
と
し
て

は
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
懇
談
会
、

講
習
会
、
安
全
教
室
な
ど
を
、
各
職
域
や
、

各
地
域
に
お
い
て
開
催
し
、
運
転
者
に
対

し
歩
行
者
保
護
意
識
を
高
め
、
そ
の
徹
底

を
は
か
り
ま
す
。

ニ、

実
施
期
間
中
の
推
進
事
項

付
安
全
な
歩
行
お
よ
び
自
転
車
乗
り
の
励
行

と
保
護
の
徹
底
と
し
て

こ
ど
も
に
対
し
て
は
、
夏
休
み
中
の
こ
ど

も
の
集
会
を
利
用
し
て
安
全
な
歩
行
と
安

全
な
自
転
車
の
乗
り
方
を
励
行
さ
せ
ま
す
。

夏
休
み
中
の
登
校
日
に
交
通
安
全
教
室
を

開
催
し
、
正
し
い
道
路
の
横
断
、
踏
切
で

の
左
右
安
全
確
認
、
あ
ぷ
な
い
自
転
車
の

乗
り
方
や
道
路
で
の
遊
び
を
し
て
い
な
い

か
児
童
生
徒
の
注
意
を
、
つ
な
が
し
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
中
の
こ
ど
も
の
遊
び
場
の

確
保
の
た
め
、
学
校
の
校
庭
、
運
動
場
そ

歩 行 者の保護 を優先に

守

の
他
空
地
、
公
共
施
設
な
ど
の
開
放
を
行

な
い
危
険
な
遊
び
場
や
、
危
険
な
遊
び
を

管
理
し
て
事
故
の
防
止
を
は
か
り
ま
す
。

老
人
に
対
し
て
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
老
人

福
祉
施
設
な
ど
の
会
合
を
利
用
し
て
、
交

通
安
全
の
指
導
を
行
な
い
ま
す
。
老
人
を

も
っ
家
庭
に
対
し
て
は
積
極
的
な
保
護
誘

導
を
は
か
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

街
頭
の
安
全
教
育
と
し
て
は
、
交
通
指
導

員
を
中
心
に
街
頭
、
と
く
に
海
水
浴
場
、

行
楽
地
、
繁
華
街
等
を
重
点
に
歩
行
者
、

自
転
車
乗
り
に
対
す
る
安
全
指
導
を
強
化

徹
底
し
ま
す
。

口
安
全
運
転
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、
無
理

の
な
い
運
行
計
画
と
車
両
の
点
検
整
備
を

強
化
し
て
、
踏
切
の
一
時
停
止
と
安
全
確

認
の
励
行
、
無
理
な
追
越
し
、
速
度
違
反
、

無
免
許
、
過
労
運
転
等
の
無
謀
運
転
防
止

子供たちも交通安全に積極的

の
た
め
社
内
(
事
業
所
)
指
導
の
徹
底
を
は

か
り
ま
す
。
歩
行
者
、
と
く
に
こ
ど
も
と

老
人
に
対
し
て
は
、
一
時
停
止
、
除
行
な

ど
の
励
行
を
は
か
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。

ω交
通
指
導
取
締
り
の
強
化

歩
行
者
保
護
義
務
違
反
な
ど
の
指
導
取
締

り
を
強
化
し
、
歩
行
者
に
対
す
る
正
し
い

通
行
指
導
と
、
運
転
者
に
対
す
る
安
全
運

転
の
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

二
輪
車
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
を
義
務
づ
け

交通安全県民会蟻

9 

し
、
運
転
者
の
座
席
ベ
ル
ト
着
装
の
励
行

を
は
か
り
ま
す
。

無
免
許
運
転
、
飲
酒
運
転
、
速
度
違
反
な

ど
無
謀
運
転
の
取
締
り
を
強
化
し
ま
す
。

凶
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
の
結
成
促
進
に
つ

い
て
は

幼
児
の
交
通
安
全
教
育
と
事
故
防
止
の
た

め
、
三
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
幼
児
と

母
親
を
対
象
に
し
た
「
幼
児
交
通
安
全
ら

い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ
」
を
保
育
所
、
幼
稚
園

ま
た
は
地
域
単
位
で
結
成
し
、
活
動
の
強

化
促
進
を
は
か
り
ま
す
。





立山の今と昔

越
中
に
生
ま
れ
た
男
の
子
は
十
三
オ
会
ャ
す
ぎ

る
と
必
ず
立
山
に
登
っ
た
。
立
山
に
登
ら
な
け

れ
ば
一
人
前
の
男
子
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
、
立
山
を
目
標

に
家
庭
教
育
き
れ
た
。
悪
い
こ
と
を
す
る
と
、

「
そ
ん
な
こ
と
で
は
立
山
ま
い
り
で
き
ま
せ
ん

ぞ
」
と
い
っ
て
た
し
な
め
た
。
あ
た
か
も
イ
ギ

リ
ス
で
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
目
標
に
教
育
す
る

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

年
ご
ろ
に
な
る
と
、
村
か
ら
団
体
を
組
ん
で

出
か
け
た
が
、
そ
の
と
き
は
、
ま
新
し
い
着
物
に

着
か
え
、
頂
上
に
お
供
え
す
る
た
め
の
清
ら
か

な
小
石
を
用
意
し
、
氏
神
に
参
拝
し
て
か
ら
出

発
し
た
。
村
人
た
ち
は
こ
れ
を
村
境
ま
で
盛
大

に
見
送
っ
た
。

る
す
家
族
は
、
ひ
た
す
ら
身
の
行
な
い
を
慎

ん
で
、
む
す
こ
の
無
事
登
頂
を
祈
っ
た
。
登
頂

を
す
ま
せ
た
少
年
が
、
立
山
権
現
と
染
め
ぬ
い

た
赤
旗
を
も
ら
っ
て
、
鈴
を
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
鳴

ら
し
、
馬
に
乗
っ
て
威
勢
よ
く
帰
っ
て
く
る
と
、

村
人
た
ち
は
ま
た
村
は
ず
れ
ま
で
盛
大
に
出
迎

え
、
餅
や
赤
飯
を
つ
く
っ
て
お
祝
い
し
た
。

こ
う
し
て
は
じ
め
て
男
の
子
は
若
者
組
(
昔

の
青
年
団
)
の
仲
間
入
り
を
認
め
ら
れ
た
。
も

し
落
伍
し
て
登
頂
で
き
な
い
者
が
あ
る
と
、
村

の
笑
い
者
に
さ
れ
、
お
嫁
も
も
ら
え
な
か
っ
た

と
い
、
っ
。

* 

‘
立
山
は
地
獄
も
極
楽
も
兼
ね
備
わ
っ
た
霊
山

だ
と
い
わ
れ
、
夏
に
な
る
と
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
人
び
と
が
参
拝
し
た
。
参
拝
者
は
、
山

ろ
く
の
芦
附
や
岩
崎
の
宿
坊
に
泊
っ
て
、
中
語

と
い
う
案
内
人
に
案
内
さ
れ
て
、
立
山
信
仰
の

伝
説
を
き
き
な
が
ら
登
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
登
山
者
は
加
賀
藩
か
ら
定
め
ら
れ
た

登
山
路
を
歩
く
だ
け
で
、
コ
ー
ス
か
ら
そ
れ
た

り
、
他
の
山
々
へ
立
ち
入
る
こ
と
は
厳
重
に
禁

止
さ
れ
て
い
た
。
現
代
の
よ
う
に
好
き
勝
手
に

縦
走
す
る
な
ど
思
い
も
寄
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

中
語
は
明
治
以
後
は
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
活
躍

し
、
遠
く
南
極
に
ま
で
足
を
の
ば
し
た
。

*
 

立
山
は
女
人
禁
制
で
、
女
の
登
山
は
許
さ
れ

な
か
っ
た
。
か
わ
り
に
女
た
ち
は
山
ろ
く
芦
附

の
姥
堂
に
お
ま
い
り
し
た
。
姥
堂
の
祭
に
は
三

千
人
以
上
の
婦
人
が
参
集
し
、
た
い
へ
ん
な
に

ぎ
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

(
現
在
、
芦
附
の

「風
土
記
の
丘
」
に
姥
堂
が
再
建
復
元
さ
れ
て
い

る
)。こ

の
よ
う
な
厳
重
な
信
仰
の
山
で
あ
っ
た
立

山
も
明
治
に
な
っ
て
女
人
禁
制
が
解
か
れ
、
女

も
大
手
を
ふ
っ
て
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現

在
、
立
山
述
峰
の
岩
尾
恨
の
い
た
る
と
こ
ろ
に が

ら
走
る
。

高
原
パ
ス
は
一

O
数
灯
も
垂
直
に
切
り
立
っ
た
雪
の
壁
を
縫
い
な

ま
さ
に
壮
観
で
あ
る
。
車
中
の
観
光
客
か
ら
一
様
に
驚

る 歎
の
た
め
い
き
が
で
る
。

車
窓
を
と
お
し
て
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
切
ら
れ

五
月
中
ば
に
し
て
下
界
で
は
想
像
も
で
き
な
い
雪
の
景
観
で
あ
る
。

国
際
的
山
岳
観
光
地
で
あ
る

「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
」
が

半
年
ぶ
り
に
全
線
に
わ
た
っ
て
開
通
し
、

い
よ
い
よ
立
山
連
峰
は
夏

の
シ

l
ズ
‘
ン
を
迎
え
る
。

弥
陀
ケ
原
、

天
狗
平
、
室
堂
平
一
帯
の
白
銀
の
世
界
に
赤
、
黄
、

ブ
ル
ー
な
ど
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
華
が
咲
き
、
純
白
の
ベ
ー
ル
を
ま

と
っ
た
雄
大
な
山
々
を
背
に
美
し
く
広
が
る
ス
ロ
ー
プ
は
、
初
め
て

ス
キ
ー
を
楽
し
む
人
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
だ
れ
で
も
が
そ
の
魅
力
の

と
り
こ
に
な
る
。

高
山
の
紫
外
線
は
強
烈
で
あ
り
、
一
部
の
雪
渓
を
残
し
て
雪
は
ど

ん
ど
ん
消
え
て
行
く
、
そ
し
て
高
山
植
物
た
ち
は
一
斉
に
芽
を
出
し
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は
じ
め
る
。
開
花
の
最
盛
期
は
七
月
中
旬
か
ら
八
月
中
旬
頃
ま
で
で

あ
る
が
、
追
分
平
、
天
狗
平
、
室
堂
平
、
大
日
平
、
五
色
ケ
原
な
ど

の
ゆ
る
い
傾
斜
地
に
チ
ン
グ
ル
マ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
パ
イ
、
エ
ゾ
コ
ザ

ク
ラ
な
ど
の
群
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
ア
ル
プ
ス
と
白
山
に
だ
け
住
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
、

の
お
使
い
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
天
然
記
念
物
の
雷
鳥
も
純
白
の

立
山
神

羽
を
雪
ど
け
に
合
せ
て
岩
肌
の
色
に
か
え
て
行
く
。

夏
の
、
立
山
の
平
均
気
温
は
摂
氏
八
度
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
下
界
の
高

湿
高
温
あ
る
い
は
雑
音
を
き
け
て
訪
れ
る
人
々
は
避
暑
気
分
を
満
喫

し
、
そ
の
壮
大
き
に
身
も
心
も
洗
わ
れ
る
思
い
を
感
じ
る
こ
と
で
し

ょ、っ。
夏
山
の
魅
力
を
求
め
て
登
る
観
光
客
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ

の
季
節
に
は
年
間
観
光
客
の
五
五
切
れ
に
あ
た
る
人
々
が
夏
山
を
楽
し

ん
で
い
る
。

赤黄青・・・・・
・色
彩
き
ら
び
や
か
な
女
性
登
山
者

の
姿
が
見
ら
れ
る
。
統
計
に
よ
れ
ば
、
男
性
よ

り
も
女
性
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
。
女
人
禁
制

時
代
の
人
が
き
い
た
ら
、
な
ん
と
い

っ
て
驚
く

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

* 

昔
の
信
仰
的
な
気
持
ち
は
う
す
れ
た
。
そ
の

う
え
電
車

・
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

・
パ
ス
と
便
利
に

な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
苦
労
せ
ず
登
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
下
界
の
風
俗
風
紀
が
そ
の
ま
ま

山
上
に
持
ち
こ
ま
れ
る
形
と
な
っ
て
、
山
は
汚

れ
ほ
う
だ
い
、
荒
さ
れ
ほ
う
だ
い
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
残
念
な
こ
と
で
、
古
い
信
仰
に
か
わ
る

新
し
い
登
山
道
徳
を
う
ち
た
て
、
自
然
保
護
に

心
を
く
ば
リ
た
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
三
千
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
で
、
七
十

二
峰
八
千
八
谷
に
こ
だ
ま
し
て
ひ
び
き
わ
た
る

太
鼓
の
音
を
き
き
、
石
こ
ろ
の
上
に
す
わ
っ
て

古
風
な
朱
塗
り
の
酒
器
か
ら
神
官
が
つ
い
で
く

れ
る
御
神
酒
を
い
た
だ
く
と
き
、
示
教
心
の
な

い
人
も
、
清
め
ら
れ
た
よ
う
な
、
す
が
す
が
し

い
気
持
ち
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
朝
日
・
夕
日
に
照
り
は
え
る
岩
山
の

お
ご
そ
か
な
姿
を
あ
お
ぐ
と
き
、
や
は
り
立
山

は
霊
山
で
あ
る
こ
と
を
し
み
じ
み
実
感
し
、
ど

ん
な
人
で
も
敬
虐
な
気
持
ち
に
た
ち
か
え
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

(富
山
県
立
図
書
館

広
i頼

誠
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のm偽2 ムりき
ゅ
う
り
の
機
械
共
同
選
別
、
共
同
販
売

昭
和
四
十
八
年
六
月
、
富
山
市
中
央
農
協

神
明
支
庖
に
、
県
下
で
初
め
て
き
ゅ
う
り
の

大
型
選
果
機
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
地

域
は
、
富
山
市
神
明
、
桜
谷
、
五
福
地
域
で
、

栽
培
面
積
は
約
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
品
種

は
「
ブ
ル

l
エ
l
ス
」
に
統

一
し
て
、
収
穫

後
の
選
別
、
箱
詰
め
作
業
を
農
協
集
荷
所
で

機
械
に
よ
る
共
同
選
別
し
、
家
族
労
働
の
軽

減
を
は
か
つ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
六
月
初
め

か
ら
七
月
末
ま
で
に
約
一
一
一
一
J
を
機
械
選

に
よ
り
、
規
格
、
荷
姿
を
統
一
し
て
出
荷
し

た
た
め
、
個
人
選
別
の
出
荷
よ
り
有
利
に
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
自
家
労
働
の
軽
減
に
よ
っ
て、

今
後
の
作
付
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
昨
年
を
下
回
ら
な
い
よ
う
、
け
ん

め
い
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

14 

夏
野
菜
は
、

昨
年
を
上
回
る
出
荷
、
が
予

こ
と
し
の
県
内
産
、

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
菜
の
需
給
安
定
の
た
め
、
県
で
は
出
荷
団
体
と
と
も
に
共

選
、
共
販
に
よ
る
計
画
出
荷
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

野
菜
指
定
産
地
制
度
や
、
価
格
安
定
事
業
の
充
実
で
、
年
々
、

そ
の
実
績
が
高
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

《
最
近
の
農
村
労
働
力
の
減
少
は
》

果
菜
種
の
収
穫
選
別
に
、
手
労
働
を
多
<
必
要
と
す
る
こ
と

か
ら
作
付
化
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
そ
の
だ
め
、
機
械
化
に

よ
る
省
力
、
か
積
極
的
に
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ト
マ
ト
の
消
費
量
増
え
共
同
選
果

夏
の
必
需
野
菜
で
あ
る
ト
マ
ト
は
、
年
々
、

消
費
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
県
下
で
は
富
山
、

八
尾
、
庄
川
の
三
産
地
が
国
の
指
定
産
地
と

な
り
、
生
産
、
出
荷
施
設
の
近
代
化
が
は
か

ら
れ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
の
選
果
機
は
、
昭
和
四
十
六
年
ご

ろ
か
ら
稲
作
転
換
対
策
と
し
て
、
富
山
市
を

は
じ
め
、
各
産
地
に
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
盛
ん
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

守5



〈物価と家計簿

rJ3¥ところ」と「せいかつひJ

私
達
の
家
計
の
消
費
の
内
容
は
、
①
世

帯
の
収
入
、
②
世
帯
の
大
き
さ
、
③
世
帯

員
の
年
令
構
成
、
④
世
帯
主
の
職
業
な
ど

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
収

入
の
差
は
世
帯
の
消
費
に
大
き
く
影
響
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
家
計
調
査
の
昭
和
四
十
七
年

全
国
平
均
の
結
果
か
ら
収
入
の
違
い
に
よ

り
家
計
の
支
出
に
ど
ん
な
違
い
が
あ
る
か

を
、
つ
ぎ
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
代
表
と

し
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
年

間
収
入
は
税
込
み
で
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

A
-・・
年
間
収
入
六
O
i
七
O
万
円
の
世
帯

(月
平
均
五
1
六
万
円
程
度
の
世
帯
)

B
:
・
年
間
収
入
二
一

0
1
一
四
O
万
円
の

世
帯
(
月
平
均
一

O
i
一
二
万
円
程

度
の
世
帯
)

c:・
年
間
収
入
二
ハ

0
1
一八
O
万
円
の

世
帯

(
月
平
均一

三
i
一
五
万
円
程

度
の
世
帯
)

D
:
・
年
間
収
入
二

0
0
1
二
五
O
万
円
の

世
帯
(
月
平
均

一八
l
二
O
万
円
程

度
の
世
帯
)

表
一
は
、
こ
の
よ
う
な
A
か
ら
D
ま
で

の
収
入
の
世
帯
の
一
カ
月
平
均
の
食
料
費

.
住
居
費

・
光
熱
費

・
被
服
費

・
雑
賀
を

示
し
た
も
の
で
す
が
、
支
出
と
は
別
に
、

ま
ず
A
グ
ル
ー
プ
の
世
帯
主
の
年
令
が
高

い
こ
と
が
目
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

A

A B C D 
全国平均

グループ グループ グループ グループ

世帯人 員 3.15 3.86 4.05 4.21 3.93 

有業人員 1. 27 1.52 1. 65 1.83 1.62 

世情主の年令 45.4 40，7 43.0 46.5 43.9 

消，{'(支出 52，713 87，609 102，401 119，193 95，670 

食 料 ，{'( 21，116 29，740 32，663 35，700 31，232 

住 肘 ，{'( 6，272 10，293 10，940 12，083 10，252 

光 壷丸 ，{'( 2，723 3，346 3，716 4，154 3，618 

被 月民 '{'( 4，899 8，907 10，832 13，968 10，389 

総2 17，703 35，323 44，250 53，288 40，179 

47年( 1 月 ~ 12月)の1カ月の平均支出
(全国 ・全世帯)

表 lた
酒
類

へ
の
支
出
割
合
は
A
・
B
両
グ
ル

ー
プ
の
世
帯
で
高
く、

C
-
D
両
グ
ル
ー

プ
の
世
帯
で
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
が
、

パ
ン

・
飲
料

(
コ
ー
ヒ
ー
、

清
涼
飲
料
な
ど
)
へ
の
支
出
割
合
は
ど
の

グ
ル
ー
プ
の
世
帯
も
あ
ま
り
違
っ
て
い
ま

せ
ん
。

-
住
居
費

住
居
費
の
な
か
で
家
具
什
器
の
占
め
る

割
合
は
、

A
グ
ル
ー
プ
が
四
二
パ

ー
セ
ン

ト、

B
グ
ル
ー
プ
が
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

C
グ
ル
ー
プ
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
、

D
グ

ル
ー
プ
が
五
七
パ

ー
セ
ン
ト
で
所
得
の
大

き
い
、グ
ル
ー
プ
ほ
ど
高
い
値
に
な
っ
て

い

ま
す
。

-
被
服
費

被
服
費
の
な
か
で
の
和
服
へ

の
支
出
割

合
は
、
全
体
的
に
低
い
の
で
す
が
、

A
グ

ル
ー
プ
の
五

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
み
る

と
B
・
C
-
D
と
い
う
順
に
少
し
づ
っ
高

い
値
で
D
グ
ル
ー
プ
で
は

一一

・
一一パ

ー

セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
シ
ャ
ツ
下
着
へ

の
支
出

割
合
は
、

A
グ
ル
ー
プ
は
一
八

・
一パ

ー

セ
ン
ト
で
す
が
、

D
グ
ル
ー
プ
で
は

一
五

.
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
少
し
低
い
値
に
な
っ

て
い
ま
す
。

-
雑
費

雑
費
の
な
か
で
の
教
養
娯
楽

へ
の
支
出

割
合
は
、

A
グ
ル
ー
プ
が
一
九

・
O
パ
ー

セ
ン
ト
B
・
C
-
D
が
と
も
に

一
八
パ
ー

セ
ン
ト
台
で
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
ほ
と
ん
ど

同
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
養

費
の
占
め
る
割
合
は
A
グ
ル
ー
プ
の
四

・

八
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
て
B
-
C
の
順
に

高
く
、
D
グ
ル
ー
プ
で
は
六

・
山
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
世
帯
員
の
構
成
な

ど
も
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま

す
。

図 2 各項目が食料費の中で

占める割合

_' I勾類

----ニニτ二7ーー一'外食

/ 

戸、 倒れ介
ー一一 ー-ーー ーー~-亡てτIJIII食品

以------一野菜
よ品物
主主+

一三七三三三三二二-鍛料
i附頬

(全国・全世帯)

米

ノfン

6 

2 

(00) 0 

D C B A 

% 
100 
「

A
食
料
費

80 

a
雑
費

5大費目の支出の割合

60 40 

a
被
服
費

a
光
熱
費

A
住
居
費

20 

図|

。

D 

A 

B 

C 

グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
退
職
者
の
世
帯
な
ど

比
較
的
年
令
の
高
い
世
帯
が
か
な
り
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
五
大
費
目
が
消
費
支
出
全
体
の

な
か
で
占
め
る
割
合
を
み
ま
す
と
食
料
費

の
占
め
る
割
合
(
エ
ン
ゲ
ル
係
数
)
は
A
・

B
-C
の
順
に
減
っ
て
D
グ
ル
ー
プ
で

一
番

低
く
、
逆
に
被
服
賀

・
雑
貨
の
占
め
る
割

合
は
A
・B
-C
-D
の
順
に
ふ
え
て
い
中
手
，。

ま
た
、
光
熱
費
の
占
め
る
割
合
は
、
食

料
費
ほ
ど
明
り
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

A
・B
・
C
-D
の
順
に
低
く
な
っ
て
い
る

こ
と
も
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

(図
1
)

各
費
目
に
つ
い
て
さ
ら
に
細
か
い
項
目

の
支
出
割
合
を
み
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

-
食
料
費

食
料
に
つ
い
て
、
支
出
の
特
徴
を
拾
っ

て
み
ま
す
と
、

A
-
B
グ
ル
ー
プ
の
世
帯

に
比
べ
、
年
間
収
入
の
多
い

C
・
D
グ
ル

ー
プ
の
世
帯
で
は
、
肉
類

・
果
物

・
菓
子

・
外
食
の
占
め
る
割
合
が
高
く
米

・
酒
類

・
加
工
食
品

(豆
腐

・
か
ま
ぼ
こ

・
缶
詰

な
ど
)
の
占
め
る
割
合
は
低
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

(
図
2
)

ま
た
、

A
グ
ル
ー
プ
の
世
帯
は
他
の
グ
ル

ー
プ
の
世
帯
と
比
べ
て
、
米

・
生
鮮
魚
介

・
野
菜

・
調
味
料
へ
の
支
出
割
合
が
高
く
、

外
食
は
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

富山市の品目別価格(昭和何年 5月)

4月カ・ら '1月カ‘ ら
品目 査名 柄 単位 価格 みた上外 品目 宮名 柄 単位 価格 みた L舛

2手 (%) 本(%)

食 パン Eすヨ秒iJ、四吊日口日 1 kg 258 。み そ 並、袋入(lkg入) 1袋 241 ム0.8

即席
即席中華めん袋入 り 100g 50 。F少 糖 上自 1 kg 210 。

ラーメン

あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100g 90 3.4 レモン l側約1l0g、「サンキスト」 1 kg 367 21.5 

さ l工 丸(長さ約25cm-35cm) 100g 23 64.2 パナナ 1 kg 172 2.4 

u、 台、 するめいか 100g 68 ム36.4 ち 1) 紙 白ちり 3号、クレープ付 800-1'文 222 ム2.6

牛 肉 中 100g 248 。せんたく用 イト成洗剤、料状桁入
1箱 588 。

t先斉IJ (2.65k，;人)

豚 肉 中 100g 130 1.6 ベニヤ板
フワン 材 、作 ilfJ {ト版、JAS2~fi

1-1'文 390 ム16.1
l等 (182<;m X 9ic;m X 2 . 7"Xn ) 

ノ、 ム プレスハム、上 100g 160 。ワイシャツ カ y タ一、ポ リ エスアル il~紡
H文 2，100 ム3.1(iIt.M ) ブロ ー ド80得 手、向、 J干j凶品

牛 手L加工乳(200c.c入)月極め l本 39 。せんたく代
キ印i、主ワイシャツ(カ y ター) H文 95 。
配 、料金後払い

鶏 J}s 11悶約60g 1 kg 322 1.5 灯 t由 白灯油、誌替売り、配達 18 ~ 428 。
キ ャベツ 1 kg 72 ム64.2

プ ロ パン
家庭用、 10旬、容器代除〈 l ノド 1，300 。

ガス

ほうれん草 1 kg 157 ム23.4
自動 車

レキ:.:2.ラーガソリン、現金売り 1 e 100 。
ガソ リ ン

大 キ艮 1 kg 85 ム22.0 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) l回 1，150 。
大 豆 黄白豆 100g 24 。ノぐーマネン

コールド(セ ッ トを含む) l回 2，575 。
ト1¥:

しょう油 t(a2t口入、)上「びキんy結コーマン印」 l本 435 ム1.1
ノマン アイス ナイロン 100%、プレーン、

l足 200 。
トy キング|サイ ズM、15-20デニール

16 

注 ・生鮮食料品は上・中・下旬の、ド均価格、 その他のM，T1は中11)の価格です。 6印は、マイナスをぶしています。

※ rpは、 JI、j必の銘刷によ って，J，';J1i'できなか った川 11をぶしています。
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このページはみなさん

のページです。ご意見

ご要望をお寄せくださ

い。あて先は、富山市

新総曲輸1-7富山県県

民課広報係です。

みんなの

広場

花
と
緑
に
包
ま
れ
た
環
境
を

n/宇品
1
し
れ
~
。

四
季
の
変
化
に
つ
れ
、
例
え
ば
家

々
の
垣
根
や
塀
か
ら
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
の
花

が
咲
き
こ
ぼ
れ
て
い
た
り

ア
ジ
サ
イ
の
花
が

雨
に
ぬ
れ
な
が
ら
し
っ
と
り
咲
き

舗
道
に
は

花
が
き
れ
い
に
咲
い
て
い
た
ら

富
山
を
訪
れ

る
旅
人
の
印
象
も
変
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

六
月
上
旬
の
あ
る
朝
、
通
勤
で
通
る
こ
が
ね

通
り
の
街
路
樹
の
下
に
、

願
わ
く
ば
、
第
二
の
目
標
と
し
て
、
市
や
町

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
緑
と
花
に
包
ま
れ

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
切

た
、
新
し
い
感
覚
の
公
園
を
も
ち
た
い
も
の
で

l
v
h
~
。

り
と
っ
て
か
わ
い
い
草
花
が
う
え
ら
れ
て
い
ま

き
れ
い
に
植
え
ら
れ
た
草
花
は
、

そ
こ
に
住
む
人
々
の
心
づ
か
い
を
、

る
も
の
で
す
。

本
県
は
、
不
名
誉
な
が
ら

こ
え
る
場
所
で
す
。

既
存
の
公
園
は
、
一
層
、

新
し
い
特
長
を
出
す
た
め
、

り
効
果
的
に
利
用
す
る
よ
う
考
え
ね
ば
な
り
ま

何
か
し
ら

す
。隣

接
地
に
は

遊
園
地
が
あ
り

子
供
が
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る

住
民
も
旅
行
者
も
気
楽
に
い

充
実
を
は
か
り
、

土
地
と
空
間
を
よ

せ
ん
。産

業
の
高
度
な
発
達
で
、
失
な
わ
れ
つ
つ
あ

る
自
然
環
境
を
、
住
民
と
お
役
所
が
、

な
っ
て
守
ら
ね
ば
と
思
い
ま
す
。舟

木

⑨
変
質
し
た
油
の
見
分
け
方

油
が
劣
化
し
た
度
合
を
過
酸
化
物
価
と
い
う

値
で
示
し
ま
す
が
、
精
製
直
後
か
ら
徐
々
に
、

こ
ゆ
値
が
上
っ
て
き
て
変
質
し
て
い
き
ま
す
。

値
が
一

O
以
下
で
あ
れ
ば
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
の
で
す
が
、
三

O
ぐ
ら
い
に
な
る
と
異
臭

を
放
ち
、
五

O
は
要
注
意
、
一

O
O
以
上
に
な

る
と
胸
や
け
や
肝
臓
障
害
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

一
般
家
庭
で
の
変
質
の
見
分
け
方
と
し
て
は
、

①
い
や
な
臭
い
が
す
る
、
⑦
邑
が
濃
く
な
る
、

③
低
い
温
度
な
の
に
煙
が
出
る
、
④
泡
が
消
え

富山の調合油

品名

食用調合i白
原材料名

食用大豆油、食用綿

実油、齢化防止郵j

内容置 500守

製造年月日 49.1.1 
製造者

富山精油株式会社

富山市新総幽輸4-18

し
の
ば
せ

緑
の
少
な
い
公

害
の
あ
る
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
有
難
く
な
い
汚
名
を
早
く
返
上
し
、

新
し
い
文
化
都
市
と
し
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
、
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
花
い
っ

ば
い
運
動
も
そ
の
一

先
日
、

つ
で
す
。

町
内
の
婦
人
部
で
、
市
役
所
か
ら
い

た
だ
い
た
草
花
の
苗
を
、
各
戸
に
一
株
ず
つ
配

一
体
と

此
花
子

富
山
市
千
石
町
二
丁
目
一

l
九

暑
い
日
が
続
く
よ
う
に
な
る
と
、
あ
ま
り
食

欲
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
そ
こ
で

少
し
食
べ
た
だ
け
で
ス
タ
ミ
ナ
の
つ
く
食
品
を

と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
は

油
を
と
る
の
が
一
番
で
す
。

こ
っ
て
り
と
し
た
も
の
で
な
く
と
も
、
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
を
た
っ
ぷ
り
か
け
た
新
鮮
な
野
菜
サ

ラ
ダ
な
ど
は
ビ
タ
ミ
ン

C
が
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
、
疲
労
回
復
を
早
め
、
食
欲
を
増
す
の
で
一

石
二
鳥
で
す
。

〈
食
用
植
物
油
の
表
示
〉

⑨
表
示
し
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

す
べ
て
の
食
用
植
物
油
に
①
品
名
、
②
原
材

料
名
、
③
内
容
量
、
④
製
造
年
月
日
、
⑤
製
造

業
者
な
ど
の
氏
名
ま
た
は
名
称
お
よ
び
住
所
、

な
ど
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

⑨
表
示
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

①
J
A
S
規
格
に
よ
る
格
付
が
行
な
わ
れ
た
も

の
以
外
は

「
精
製
」
と
か
、
「
サ
ラ
ダ
油
」

と
い
う
文
字
多
量
回
い
て
は
い
け
な
い
。

②
内
容
物
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
文
字
や
絵
を

書
い
て
は
い
け
な
い
。

③
食
用
調
合
油
の
場
合
に
、
原
料
油
脂
の
一
部

の
油
脂
名
を
と
く
に
表
示
す
る
用
語
を
用
い

て
は
い
け
な
い
。
た
だ
し
、
含
有
率
が
わ
か

り
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の

油
脂
の
含
有
率
が
一
ニ

or以
上
六

o
r未
満

の
も
の
は
商
品
名
に
そ
え
て

「
O
O油
入
り
」

植
物
油
の

は
な
し

含
有
率
が
六

o
r以
上
の
も
の
は
商
品
名
に

「
調
合
O
O油
」
と
表
示
し
て
あ
る
も
の
は

除
か
れ
る
。

〈
油
の
変
質
〉

油
は
腐
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
酸
化
し

て
変
質
し
ま
す
。
油
の
変
質
を
促
進
す
る
要
素

は
熱
、
空
気
、
日
光
、
水
、
金
属
な
ど
で
す
。

取
り
扱
い
に
こ
れ
ら
の
も
の
を
避
け
る
こ
と

が
、
油
の
酸
化
を
防
ぎ
ま
す
。

に
く
く
、
油
の
減
り
が
多
い
、
⑤
掲
げ
物
が
べ

タ
ベ
タ
し
て
、

カ
ラ
ッ
と
あ
が
ら
な
い
。

保
存
の
め
や
す
(
密
せ
ん
の
も
の
)

〈
買
い
方
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
〉

①
表
示
を
確
か
め
自
分
の
ほ
し
い
も
の
を
選
ぶ
。

②
製
造
年
月
日
の
新
し
い
も
の
を
。

③
直
射
日
光
に
さ
ら
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
。

④
ポ
リ
容
器
や
び
ん
入
り
の
も
の
は
、
ご
ま
油

な
ど
の
特
殊
な
も
の
を
除
い
て
、
き
れ
い
な

淡
黄
色
の
も
の
を
選
ぶ
。
あ
ま
り
濃
い
色
だ

っ
た
り
、
水
の
よ
う
に
淡
い
色
の
も
の
は
よ

く
な
い
。
か
ん
入
り
の
も
の
は
か
ん
の
変
形

し
て
い
な
い
も
の
を
。

〈
取
り
扱
い
上
の
注
意
〉

①
開
せ
ん
後
は
酸
化
が
一
段
と
進
む
の
で
、
小

き
め
の
も
の
を
こ
ま
め
に
買
う
よ
う
に
し
、

で
き
る
だ
け
密
せ
ん
し
、
冷
暗
所
に
保
存
す

ヲ令
。

②
揚
げ
油
を
煙
が
出
る
く
ら
い
熱
す
る
と
す
ぐ

劣
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
必
要
以
上
に
温
度

を
上
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
魚
を
揚
げ
た
り
、

何
回
か
使
っ
て
疲
れ
き
っ

た
油
は
思
い
き
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
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-県政のうごき

ア日. 国立医大開学準備へ
県は、国立富山医科大学の開学推進本部の設置を決

定、昭和50年10月間学、 51年 4月入学をメドに準備を

i隼めることになった。

13日 . 高岡に鐘乳洞
高岡市五十辺(いからべ)の丘陵地て¥県内初の鐘乳

洞がみつかった。

13日 . 黒部市などで植樹祭
第25回県植樹祭は、黒部市嘉例沢を中央会場に中田

知事ら 800人が出席してタテヤマスギ 3，000本を立山

町、庄川町で1，500本ずつ、小杉町で3，000本、 4会場

あわせて 9，000本を植樹した。

14日 . 知事と語る婦人のつどい
本年度初の「知事と語る婦人のつどい」が富山市の

市町村会館で聞かれた。婦人たちは、社会教育、福祉

物価、医療、農業などについて知事と熱心に質疑応答

がかわ された。

知事と語る婦人のつどけ

麗醸蝿闇輯盟臨瞳蝿輯臨臨醐

15日.アルペンルート全線開通
一部開通の立山・黒部アルペンルートが室堂まで開

通、全線営業を再開した。

20日 . 県警に交通規制専門班
富山県笹本部は、都市部における交通総量規制の準

備作業を進め、 50年度を初年度とする交通安全施設等

整備五カ年計画を策定する都市交通規制プロジェクト

チームを発足した。

21日 ・ 新庄川橋拡幅竣工式
交通量緩和のため、 45年 9月から工事にかかった新

庄川橋の拡幅工事は、総工費、 5億 9千万をかけて竣

工 した。

黒部市の植樹祭風景

27日.角川ダム建設着工
魚津市鹿熊地内の角川に建設される角川治水夕、ムの

起工式は関係者 200人が出席して行なわれた。

このダムは洪水調整とかんヵ、ぃ用水を雌保するため

に建設されるもので、総事業'i!i30億円、 52年 3月完成

見込み。

27日 . サイクリング道路好評
高山市五福から小杉町までのサイクリング道路が完

成してから 1カ月 。 この間利用者が l万 1，500人にの

』まった。

27日 . 夢いっぱいのこどもの国
県民公園の中の 「こどもの国」の基本構忽が委託先

の国立公園協会でまとまり 、県に報告された。

構想には 9，000平万心のプール広場、コドモ ノポリ

ス、 7，000平方九のキャンプ場など創造力と夢をみた

す地設が盛られている 。

V アルペンルート全線開通

I 27日.ヒョウ県東部に降る
立山町など詰.山県東部で小迂大から卵大のヒョウが

降り水午前や畑作物など被害額 4，000万円以上にのぼる

彬轡を与えた。

県下では 6年ぶりの降ヒョウによる大被害。

28日 . 梨谷トンネル開通
富山県南西部と五簡山地区を経て、東海北陸を結ぶ

国道 304号線の難所、平村梨谷と小来栖間の杉の峠に

延長 812:ルのトンネルが完成した。

V 梨谷トンネル開通

Vサイクリング道路好評

20 



第3日曜は家庭の日 富・堀川小 6 粟島裕子

.今月のテーマ

く太陽の下でからだをきたえよう >

テレビ「みんなの県政」あんない

-北日本放送

毎週日曜日、午前9時から30分間

小学生や同好会のコーラスを紹介しながら

県の施策をわかりやすく解説します。

一般のコーラスクjレ-フのご参加をお待ち

しています。申込みは県民課へ。

-富山テレビ

包週月曜白から土曜日までの包日、午後5

時45分から5分間

物価情報、お知らせ、県政一口メモ、歳時

記などの情報番組です。

このほか新聞「みんなの県政」を包月最終

土曜日北日本、富山、読売、北陸中日の各新

聞に載せています。

ご意見ご希望を県民課広報係へどしどしお

寄せください。

まま く0764)31-4111 (内線 369)

県民電話は、みなさんの相談をうけつける電話です。

24時間働いています。

富山県県民課 干930富山市新総:曲輪1ー 7ft(0764)31-4111 

高岡地方県民相談室 〒933高岡市赤祖父211 宮 (0766)21-9411 

魚津地方県民相談室 〒937魚津市新宿10ー 7 ft(0765)24-5311 

砺波地方県民相談室 〒939-13砺波市幸町1ー 7ft(07633)2-5151 

.みんなの県政 7月号:-.Mi_66 .企画発行富山県県民生活局県民ぷ富山市新総曲輪1の7ft31-4111干930
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